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宇宙線陽子の起源の解明は、天文学の最重要課題の一つである。宇宙線の主要成分は陽子であり、その 1/100
以下の電子成分他からなる。1015.5 eV(いわゆる kneeエネルギー)以下の宇宙線は銀河系内起源と考えられてお
り、超新星残骸 (SNR)衝撃波面での拡散衝撃波加速 (DSA)が最も有力視されている。
これまでに、RX J1713.7-3946やRX J0852.0-4622などの年齢 103年の若いTeVガンマ線 SNRについて、HI

ガスと分子雲を合わせた星間物質の空間分布が、ガンマ線とよく一致することを示してきた (例えば Fukui et al.
2012, 佐藤他 2011年秋季年会)。これは、陽子-陽子反応によるガンマ線放射を支持する結果であり、SNRにおけ
る陽子加速を強く示唆している。しかし、電子起源ガンマ線放射 (逆コンプトン散乱)を支持する意見も根強く、
決着には至っていない。
今回我々は、SNR RX J1713.7-3946及びRX J0852.0-4622について、SuzakuによるX線とHESSによるガン

マ線の空間分布を比較した。低分解能では両者は相関しているとされるが、∼ 0.1◦まで角度分解能を上げると、
明らかな相違が見られる。シンクロトロンX線の分布は、宇宙線電子が顕著な空間構造を持っていないことを示
しており、逆コンプトン散乱によってTeVガンマ線で見られる空間構造を作り出すことは困難である。これに対
し陽子-陽子反応では、ターゲットとなる星間物質の構造で説明可能である。


